
○中山間地域等直接支払交付金　棚田地域振興活動加算の目標について（R３年度新規・変更協定） 資料１-①　別紙

[ア　棚田等の保全] [イ　棚田等の保全を通じた多面にわた
　　　る機能の維持・発揮]

[ウ　棚田を核とした棚田地域の振興] [ア　棚田等の保全] [イ　棚田等の保全を通じた多面にわたる機能
　　　の維持・発揮]

[ウ　棚田を核とした棚田地域の振興]
認定日

1 富山市 鎌倉

【集落機能強化】
令和６年度までに、棚田の保全に取
り組むボランティアの人数を、0人
（令和3年）から2人に増加。

【生産性向上】
令和６年度までに棚田で生産しているソバの
出荷量を2.5トン（令和3年）から3トンに増加。

【棚田の価値を活かした活動】
令和６年度までにマコモタケの農作業
体験のイベントを新たに年1回開催。

【集落機能強化】
令和６年度までに、棚田の保全に取
り組む農業ボランティアの人数を、0
人（令和3年）から2人に増加。

【生産性向上】
令和６年度までに棚田で生産しているソバの
出荷量を2.5トン（令和3年）から3トンに増加。

【棚田の価値を活かした活動】
令和６年度までにマコモタケの農作業
体験のイベントを新たに年1回開催。 R3.6月 有

2 高岡市
高岡市沢川
※下線：変更箇所

【集落機能の強化】
新たな担い手１名以上を確保。

【生産性の向上】
鳥獣被害の防止に努め、令和元年度に2,000
㎡であった鳥獣被害面積を1,500㎡以内に抑
える。
密苗用田植機を１台導入。

【棚田の価値を活かした活動】
棚田米を活用したもちつきの催し。
今後５年間で、参加者で食べ物などを
作る催しを新たに１つ行う。（計年２回）
令和６年までに、参加者16人（令和元
年）から20人以上に増やす。

【集落機能の強化】
新たな担い手１名以上を確保。

【生産性の向上】
鳥獣被害の防止に努め、令和元年度に2,000
㎡であった鳥獣被害面積を1,500㎡以内に抑
える。
密苗対応の田植機を１台導入。

【棚田の価値を活かした活動】
棚田米を活用したもちつきの催し。
今後５年間で、参加者で食べ物などを
作る催しを新たに１つ行う。（計年２回）
令和６年までに、参加者16人（令和元
年）から20人以上に増やす。

R4.3月
（変更）

有

3 高岡市
高岡市山川
※下線：変更箇所

【集落機能の強化】
新たな担い手１名以上を確保。

【生産性の向上】
鳥獣被害の防止に努め、被害額を30万円/
年 以下にする。
共同利用のためのコンバイン１台を導入。

【棚田の価値を活かした活動】
作物（マコモダケ、マルイモ等を予定）
の収穫体験を開催し、年間の参加者
数15人を目指す。

【集落機能の強化】
新たな担い手１名以上を確保。

【生産性の向上】
鳥獣被害の防止に努め、被害額を30万円/
年 以下にする。
共同利用のためのコンバイン１台を導入。

【棚田の価値を活かした活動】
作物（マコモダケ、マルイモ等を予定）
の収穫体験を開催し、年間の参加者
数15人を目指す。

R4.3月
（変更）

有

4 高岡市 高岡市下山田

【集落機能強化】
棚田を活用し、ひまわりの迷路を作
り参加してもらうイベントを開催し、
令和６年度までに、年間の参加者20
人を目指す。

【生産性の向上】
令和元年末の集積率79%を令和６年度末まで
に85％に6％増加させる。

【棚田の価値を活かした活動】
ひまわり（景観作物）を20ａ植栽。

【集落機能強化】
棚田を活用し、ひまわりの迷路を作
り参加してもらうイベントを開催し、令
和６年度までに、年間の参加者20人
を目指す。

【生産性の向上】
令和元年末の集積率79%を令和６年度末まで
に85％に6％増加させる。

【棚田の価値を活かした活動】
ひまわり（景観作物）を20ａ植栽。

R3.2月 有

5 高岡市 高岡市東保新

【集落機能強化】
令和６年度末までに、棚田での生産
作物(えだまめを予定）の収穫体験
を開催し、年間の参加者数20人を目
指す。

【生産性の向上】
ラジコン式草刈機１台を導入。

【棚田の価値を活かした活動】
ひまわり（景観作物）を13ａ植栽。

【集落機能強化】
令和６年度末までに、棚田での生産
作物(えだまめを予定）の収穫体験を
開催し、年間の参加者数20人を目
指す。

【生産性の向上】
ラジコン式草刈機１台を導入。

【棚田の価値を活かした活動】
ひまわり（景観作物）を13ａ植栽。

R3.2月 有

〇中山間地域等直接支払交付金実施要領の運用より抜粋 〇指定棚田地域振興活動計画より抜粋

第８　交付額

　　２　棚田地域振興活動加算
　（２）　実施要領第６の３の(2)のイの(ｱ)の「棚田地域の振興を図る取組」
       は、次のアからウまでのそれぞれについて、例示する取組を参考に、
       地域の実態に応じて定量的な目標及び取組期間を協定に定めて行
　　　 う取組とする。なお、上記の目標については、実施要領第８の２で定
       める第三者機関による確認・意見聴取を行うものとする。
　       また、アからウまでの取組には棚田の価値を活かした活動に加え、
　　　５の(1)及び６の(1)の取組を含めるとともに、棚田地域振興法（令和元
　　　年法律 第42号)第10条第３項の規定に基づき認定された認定棚田地
　　　域振興活動計画に定める指定棚田地域振興活動の目標と整合を図
　　　るものとする。
　     ア　棚田等の保全
　　　      棚田法面の補修、耕作道や棚田進入路等の農作業安全対策の
　　　　　 実施、棚田からの土壌流出防止対策の実施等
　     イ　棚田等の保全を通じた多面にわたる機能の維持・発揮
　　　     農産物の供給の促進、自然環境の保全・活用、良好な景観の形
　　　　　成、伝統文化の継承等
　     ウ　棚田を核とした棚田地域の振興
　　　      棚田における都市農村交流を通じた関係人口の創出・拡大によ
　　　　　 る地域振興、棚田を観光資源とした地域振興、棚田米等を活用
　　　　　 した６次産業化の推進等

　　５　集落機能強化加算
　　（１）　実施要領第６の３の(2)のイの(ｴ)の「新たな人材の確保に関する
          取組又は集落機能を強化する取組」は、地域の実情に応じて、外
　　　　部人材の確保、移住促進、地域づくりなどの団体の設立、集落機能
　　　　を強化するために行う集落内外の組織との連携体制の構築等を例
　　　　として、定量的な目標及び取組期間を協定に定めて行う取組とす
　　　　る。

　　６　生産性向上加算
　　（１）　実施要領第６の３の(2)のイの(ｵ)の「農業生産性の向上を図る取
          組」は、地域の実態に応じて、生産効率の向上、管理の省力化、営
　　　　農の省力化、高付加価値型農業の実践、地場産農産物等の加工・
　　　　販売等を例として、定量的な目標及び取組期間を協定に定めて行
　　　　う取組とする。

集落協定における棚田加算の達成目標（集落協定→市町村）

No

棚田地域振興活動計画の目標（協議会→国） 協定書と
活動計画
の整合性
の有無

市町村 集落協定名

富山市山田「鎌倉」集落の棚田ほか省略
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